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監修：東京学芸大学名誉教授　小澤　紀美子
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家族は住まいでどのよ　　うに生活しているだろうか１

はるかさん「ところでゆうたくん、もう家庭科の調べ学習のテーマ決めた？」

ゆうたくん「 住まいのことや家族のくらし方についてでしょ。『あたたかくす
るくふう』にしようかと思ってる。はるかさんは？」

はるかさん「 まだなの。でも、きのう家族といっしょにそうじをしたのね。
そのとき、『いろいろなよごれの落とし方』もいいかなって思っ
たの。」

ゆうたくん「あっ。それいいね。今度調べたら教えてね。」

はるかさん「いいわよ。グループごとに、みんなで発表し合うのもいいわね。」

はるかさん ゆうたくん

「住まい」は、雨や風、暑さをふせぐだけでなく、食事や団らん、
休養をしたり、子どもを育てたりする大切な場所です。家族
が快

かい

適
てき

に、そして安全にくらしていくためのさまざまなくふ
うについて調べてみましょう。また、地

ち

域
いき

とのかかわりにつ
いても考えてみましょう。

は じ め に

家に帰ると、
なんとなくホッとして
安心するわ。

そうだね。特に家族がいろんな
楽しい話をしたり、食事の後で
のんびりしたりするとね。
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ゴ ミ 置 場

もえないビンカン もえる

家族は住まいでどのよ　　うに生活しているだろうか 家庭内で起こりやすい事
じ

故
こ
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身のまわりの整理・整とん
● 整理・整とんのしかたを
調べて、身のまわりの物
を整理・整とんしてみま
しょう。

気持ちよい住まい方をくふうしよう２

わたしの部
へ

屋
や

は、遊び道具と
学習道具がいっしょに置いて
あるので、よくないみたい。
ようし、お部屋を変身させよう !!

はるかさん。
ここに出ている整理のしかたを
見て、いろいろなくふうをして
みたらいいよ。

●  ウォールポケット
必要な小物が整理
できて便利。

●  プリント類は、
ファイルにはさ
んで分けておく。

●  牛
ぎゅう

乳
にゅう

パックの
えんぴつ立て

布
ぬの

をはる。
●  引き出しの整理
空きばこを使っ
て区別する。

身の回りの整理・整とんの計画
を立てて、実行してみよう。

　　トライしよう！　　トライしよう！
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そうじの計画

【洗ざいの使い方】ラベルの表示を読んで、次の点に注意しましょう。
①使用目的に合った洗ざいを選ぶ。
②表示された使用量を守って、使いすぎに注意する。
★ 2種類以上の洗ざいをまぜて使うと、有害なガスが発生して危

き

険
けん

です。
★洗ざいが手など皮ふについたときは、十分に水で洗

あら

い流しましょう。
★小さい子どもの手がとどかないところに保

ほ

管
かん

しましょう。

いろいろなそうじ用具

「ふろ」のそうじ実行計画カード
○ 年　ゆうた

〈「ふろ」のそうじを選んだ理由〉
　 ・ おふろに入るのがすきだから、きれいにすると

もっと気持ちがいいと思った。
〈計画〉
　 ・ 土曜日の夕方にやる。
　 ・ 道具はスポンジ、アカ落としの洗ざい
〈実行〉
　 ・ アカを落とすのは、力がいって大変だった。
〈反省・感想・気づいたこと〉
　 ・ きれいになって、お父さんに喜ばれた。
　 ・ また、環

かん

境
きょう

をよごさないために、洗ざいを使い
すぎないことも大切。（そのためには、よごれ
をためないようにすることが大切だと思った。）
毎週土曜日には、ふろそうじをしようかな。

　　　　　ぜひ続けてください。　　母より　

ゴ ミ 置 場

もえないビンカン もえる

〈「ふろ」のそうじを選んだ理由〉
　 ・ おふろに入るのがすきだから、きれいにすると

〈計画〉
　 ・ 土曜日の夕方にやる。
　 ・ 道具はスポンジ、アカ落としの洗ざい
〈実行〉
　 ・ アカを落とすのは、力がいって大変だった。
〈反省・感想・気づいたこと〉
　 ・ きれいになって、お父さんに喜ばれた。
　 ・ また、

● 住まいの中のよごれを調べて、自分でそうじできる
ところをさがして、そうじをしましょう。

友だちとそうじの
しかたをおたがいに
発表し合って、
いろいろなそうじの
しかたを調べると
いいわね。

ほうき

電気そうじ機

はたき

化学ぞうきん

スポンジ

ゴム
手ぶくろ

洗ざい

バケツと
ぞうきん

ちりとり

ちりとり

ぞうきん

ぼくは、
計画を立てて、
ふろ場のそうじを
しました。
よくできたぞ。
エヘン

▶▶▶整理・整とんやそうじで出たごみのしまつをきちん
としましょう。ごみの出し方は、14ページで調べましょう。

●  近所の人たちと共同で利用
する場所も調べてみよう。

寝
しん

　室
しつ

窓
まど

ガラス
ごみ集積場

洗
せん

面
めん

所
じょ

・ふろ場

玄
げん

関
かん

・ろうか

台　所

食　堂

たたみか　べ

① 家の中や家の外で、どんなところがよご
れているかを調べてみよう。

② どのようなよごれがついているか、どの
ような原

げん

因
いん

かを調べてみよう。
③ それぞれの場所でどのそうじ用具を使っ
たらよいか考えて、右の図の空らんに記
入してみよう。

自分でそうじができそうなところをさがし
て、そうじの計画を立てて実行しよう。
　①どこをそうじするかを決める。
　② そうじのしかたを調べる。（家の人に

聞くのもよい方法です。）
　③実行する。
　④やってみて、気づいたことをまとめる。

　　トライしよう！

　　トライしよう！　　

メモ

ほうき

モップ
バケツ

▶▶▶ そうじ用具を
かこう。

　　トライしよう！

　　トライしよう！　　
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気持ちよい住まい方のくふう

　日当たりのよい部屋は、
夏になると、とても暑く感
じられます。窓から太陽の
光がさしこんで、壁や床を
あたためるからです。
　そこで、こんなくふうを
している学校があります。
　教室の窓のそばに、緑の
植物を植えて、葉っぱが窓
をおおうようにしたとこ
ろ、室内の温度が下がりま
した。
　植物が太陽の光を受けると、水分が蒸発します。そ
の蒸

じょう

散
さん

作用で、まわりの空気の温度が下がります。
　緑の葉でできたカーテンは、自然のクーラーの役目
をはたしてくれるのです。

サーモカメラで見ると、カーテンのある場所の温度が低いことが
わかる。

東京都板橋区立板橋第七小学校
の子どもたちが作った、緑の
カーテン。

サーモカメラで見ると、カーテンのある場所の温度が低いことが

● 気持ちよく、健康を考えた生活をするためには、部
へ

屋
や

の温度、明るさなどが適
てき

切
せつ

になっていることが大切です。　　　　　　　　　　　
そのためには、どのようなくふうをしたらよいか考えてみましょう。

すずしいなあ。

●  窓を開け、風の入るところ、出るところを作って、風通しをよくする

すずしく住まうためのくふうを
考えて、話し合ってみましょう。
●  風通しをよくする。
●  冷ぼう器具をじょうずに使う。

●  窓のそばに緑の植物（へちま、きゅうり、朝顔など）を置く

●  窓に、すだれやブラインドなどの日よけをかける

●  玄
げん

関
かん

先
さき

などに、水をまく（打ち水）

夏にすずしくくらすくふう

夏のくらし

緑のカーテン

げんかんさき
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● 日本の中でも地
ち

域
いき

によって気候がちがうので、気持ちよく生活するためのくふうもちがいます。　　　　　　　　　
あなたの住んでいるところでは、どのようなくふうがされていますか。

どうしたら
気持ちよく
過ごせるかな。
住まい方でずいぶん
ちがいがあるね。
くふうしている
ところをさがして
みよう。

冷ぼうのしすぎは、
体によくないそうよ。
自然を生かしたり、
すずしい感じを出したり
するくふうなら、
わたしたちにも
できそうね。

わたしにもできることが
あったわ。カーテンの
つけ方や布

ぬの

の種類でも、
あたたかさがちがうのよ。
いろいろくふうできそうで、
楽しみだわ。

▶▶▶ 暖
だん

ぼう器具の事
じ

故
こ

防止は、
12ページで調べましょう。冬にあたたかくくらすくふう

あたたかく住まうためのくふうを考えて、
話し合ってみましょう。
●  日光を利用する。
●  暖

だん

ぼう器具をじょうずに使う。
●  保温のくふうを考える。
●  かん気のしかたに注意する。

●  ドアや窓は、きちんと閉
し

める ●  厚手のカーテンをする・雨戸やシャッターを
閉めて、あたたかい空気を外へにがさない

●  １まい多く着たり、ひざかけなどをかける・
じゅうたんやカーペットをしく

冬のくらし

住宅を建てるときのくふう

住宅を建てるのに使う断
だん

熱
ねつ

材や二重
の窓

まど

ガラスは、熱が伝わりにくく、
断熱効果があります。冷暖ぼう機を
使ったときも、効

こう

率
りつ

がよくなり、エ
ネルギーを節約できます。

二重のガラス

断熱材

① 家庭では、夏と冬をむかえる
ときに、どのような準備をし
ているか調べてみよう。

② 家の人に聞いて、どのような
くふうをしているかをまとめ
よう。

　　トライしよう！　　トライしよう！
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● 気持ちよく住まうためには、どうしたらよいか調べてみましょう。

暖ぼうは 17～ 22℃、
冷ぼうは 25～ 28℃を
目安にするといいね。

暖ぼう中は、1時間に 1～ 2回
窓を開けてかん気をしましょう。

はるかさん「調べ学習のテーマは決まった？」

ゆうたくん「 『あたたかくするくふう』にするつもりだっ
たけど、『暖

だん

ぼうとかん気』について調べ
ようかな。はるかさんは？」

はるかさん「 わたし、視
し

力
りょく

が 1.0 から 0.7 になってし
まったので、『明るさと照明』のことを調
べようと思うの。」

ゆうたくん「 それなら照度計を使うといいよ。先生に
相談してみたらどうかな。」

はるかさん「 ありがとう。みんな、どんなことを調べ
るのかしら。今から発表が楽しみね。」

ゆうたくん「 そうだね。みんなで教え合ってくふうし
て、できることから自分の生活に生かし
ていきたいね。」

「明るさと照明」
○ 年　はるか

〈調べた理由〉
　 ・ わたしのクラスには、

めがねをかけている人
が多くいます。１学期
の視力検

けん

査
さ

の結果、わ
たしの視力は 1.0 から
0.7 になってしまいま
した。その原

げん

因
いん

が明る
さや照明に関係がある
のではないかと考え、調べてみることにしました。

〈調べ方〉
　 ・ 勉強する場所の明るさを照度計で計り、必要な明るさと

くらべてみる。
　 ・ 電気スタンドの置き方で、明るさがどう変わるか調べる。
　 ・ よごれた電球ときれいな電球で、明るさにちがいがある

かを調べる。

のではないかと考え、調べてみることにしました。

「暖
だん

ぼうとかん気」
○ 年　ゆうた

1.　暖ぼうについて
実　験　 ヒーターを使って、部

へ

屋
や

の温度の上がり方を調べる。

結　果　 住
じゅう

居
きょ

模
も

型
けい

の部屋をヒーターで10分間あたためると、
24℃から40℃以上になった。（窓

まど

を全部閉
し

める。）

2. かん気について
実　験　 おせんこうを使っ

て、住居模型の部
屋にけむりをじゅ
うまんさせる。

わたしたちが快
かい

適
てき

に感じ
たり不

ふ

快
かい

に感じたりする
のは、温度や湿度などに
よって決まります。室内
の気温・湿度は、日光や
通風を利用したり、冷・
暖ぼうの器具などを利用
したりして調節すること
ができます。

目的に合った照明と明るさ 温度と湿
しつ

度
ど

かん気

【「かん気」ってどんなこと？】
住まいの中の空気は、人の呼

こ

吸
きゅう

、調理や暖ぼう、
食べ物のにおいなどでよごれるので、新せんな
空気を取り入れる必要があります。このように
空気を入れかえることを「かん気」といいます。メモ

【「ルクス」って何？】
明るさの単位です。かさのない100ワットの白熱電球から1メートル真下の明るさが約
100ルクスです。人が地球上で体験できる最大の明るさは、真夏の晴れた日の直しゃ日
光で約13万ルクス、最低は星明かりの0.0003ルクス程度といわれています。メモ

●  なぜ、かん気をするのか考えてみましょう。

●  １時間連続して使用した場合に必要な空気の量

11.4㎥ 7.6㎥

小型湯わかし器

(ガス消費量  
11kW)

(ガス消費量 
7.3kW)

ガスコンロ

（（社）日本ガス協会ホームページより）

わかったことや、でき
ることは、自分の家で
もくふうして実行して
みよう。

　　トライしよう！　　

学校の教室・図書館（200～750）

手
も
と

部
屋
全
体

食事・調理（200～500）
勉強・読書（500～1000）

居間・ろうか（30～75）
食堂・台所（50～100）
勉強するところ（80～150）

（JIS照度基準による）
き　じゅん

手芸・さいほう（750～2000）

0 500 1000 1500 2000
単位はルクス（明るさの単位）
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わたしたちの生活とエネルギー

海面が高くなり、道路にまで水が入るようになった島温暖化で、溶
と

けてきている氷
ひょう

河
が

（左は1978年、右は
1998年に撮

さつ

影
えい

）

熱
の
放
出

温室効果ガス 温室効果ガス

熱
の
放
出

熱 熱

太
陽
か
ら
の
光

太
陽
か
ら
の
光

熱を吸収 熱をもっと吸収
きゅうしゅう

温室効
こう

果
か

ガスが適度な場合 温室効果ガスが濃い場合

地球の温暖化をふせぐには、原
げん

因
いん

となる温室
効果ガスを減

へ

らしていく必要があります。
温室効果をもたらすガスは数種類ありますが、
なかでも代表的なのが二酸化炭素です。わた
したちの家庭からも、たくさんの二酸化炭素
が出ていて、その量はふえ続けています。その原因は、わたしたちの生活が便利になっ
て、電気製品などをたくさん使うことで、エネルギーの消費量がどんどんふえている
ためと考えられています。わたしたちひとりひとりが、エネルギーを大切に使い、使
用量を減らすことによって、二酸化炭素の排出量を減らし、地球温暖化をふせぐこと
ができるのです。

環
か ん

境
きょう

を考えた住まい方のくふう３

わたしたちの住む地球は、まわりを大気におおわれています。大気の中には、「温室
効果ガス」とよばれるものがふくまれており、その働きによって、生物が生きていく
のに適

てき

した気温（平
へい

均
きん

15℃）が保たれています。近年、この温室効果ガスが濃
こ

くなっ
てきたため、地球の平均気温がだんだん上がってきています。これを「地球の温暖化」
といいます。

 省 エネルギーにチャレンジ！

 地球温暖化が進むと……

いろいろ
くふうしてみると、
省エネルギーに
なるんだね。

下のくふうで、合計53.3㎏の二酸化炭
素を減らせます。これは、直径 1mの
風船約55個ぶんになります。

●  家庭から出る二酸化炭素のふえ方

●   気温の上
じょう

昇
しょう

により、北極や南極などの
氷がとけ、海面の水位が上昇する

●   海
かい

抜
ばつ

の低い地
ち

域
いき

が海にしずむことに
よって、国土が失われる

地球温
おん

暖
だん

化
か

のしくみ

エネルギーを大切にしよう

太陽によってあたためら
れた熱が、少ししか宇宙
へ放出されず、気温が上
昇する。

（資料：（財）省エネルギーセンター）

※ 外の気温が31℃の時、エアコン（2.2kW）
の冷ぼう設定温度を27℃から28℃にした
場合（使用時間：１日に９時間）

冷ぼうの設
せっ

定
てい

温度を１℃上げると……………… 11.3㎏
※設定温度が28℃の場合7.0㎏冷ぼうを使う時間を、１日１時間減らすと……
※ 外の気温が6℃の時、エアコン（2.2kW）の
暖ぼう設定温度を21℃から20℃にした場合
（使用時間 : １日に９時間）

19.8㎏暖ぼうの設定温度を１℃下げると………………

※設定温度が20℃の場合15.2㎏暖ぼうを使う時間を、１日１時間減らすと……

太陽によってあたためら
れた熱が、たくさん宇

う

宙
ちゅう

へ放出され、適度な気温
が保たれる。

わたしが
エネルギーを
大切に使えば、
地球を守ることが
できるのね。
よーし、
やってみよう！

（資料：環境省「平成22年版・環境統計集」）

二
酸
化
炭
素
排
出
量

200

150
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下のくふうで、合計53.3㎏の二酸化炭
素を減らせます。これは、直径 1mの
風船約55個ぶんになります。

※ 外の気温が31℃の時、エアコン（2.2kW）

二酸化炭素
の減る量は
１年間に

11.3㎏



建物の屋上や屋根に「太陽電池」をおき、太
陽の光で電気を起こします。家庭で使う電気
の半分以上を、まかなうことができます。
また、あまった電気を電力会社に売ることも
できます。

太陽熱温水器

家の屋根などにおいた太陽熱温水器で、水を
温めてお湯を作り、お風呂や給湯に使います。
また、お湯を循

じゅん

環
かん

させれば、床
ゆか

暖
だん

ぼうなどに
も利用することができます。

風の力で風車をまわし、その回転運動を発電機
に伝えて、電気を起こします。
北海道・青森・秋田などの海岸部や、沖縄の島々
などでは、風力発電がさかんに行われています。

植物などの生物を、「バイオマス」といいます。
自然を産業に利用したあとにでる、木くず・し
ぼりかす・草食動物のふんなど、今までごみと
して捨てられることが多かったものを、燃料と
して再利用することがさかんになってきていま
す。これを「バイオマス燃料」とよんでいます。

雪や氷の冷たい熱エネルギーを、建物の冷ぼう
や、農作物などの冷

れい

蔵
ぞう

に使います。冬に降
ふ

り積
もった雪や、水を冷たい外の空気で氷にしたも
のを保

ほ

存
ぞん

して、利用します。

「水
すい

素
そ

」と「酸
さん

素
そ

」を化
か

学
がく

反
はん

応
のう

させて、発電する
装
そう

置
ち

です。利用する酸素は、大気中から取り入
れます。発電後は水しか出ないので、空気をよ
ごしません。発電と同時に発生する熱も、いか
すことができます。

家庭用に開発された燃料電池。冷蔵庫ほどの大
きさで、家庭で使う電気を自分で作ることがで
きる。

木くずや
いらなくなった木材

さとうきびの
しぼりかす

家畜のふん尿など
か　ちく にょう

　固体燃料

　メタノール
（アルコールの一種）

メタンガス

バイオマス燃料の例

太陽電池

わたしたちが生活に使う電力の半分以上は、火力発電によって作ら
れています。火力発電所では、石油や石炭、天然ガスなどの化石燃

ねん

料
りょう

を燃
も

やして電力を作り、二酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの温室効果ガスを出して
います。
温室効果ガスの排

はい

出
しゅつ

量をへらして地球の温
おん

暖
だん

化をふせぐために、エ
ネルギーの消費をおさえるほか、温室効果ガスを出さない、新しい
エネルギーを利用することがのぞまれています。
太陽の光や風など、自然の力を利用したエネルギーは、化石燃料を
燃やさないエネルギーとして、注目されています。また、化石燃料
のかわりになる、新しい燃料も開発されています。

自然の力を借りた新しいエネルギー

●  太陽熱利用

●  太陽光発電

温室効
こう

果
か

ガスを出さない、新しいエネルギーの利用

太陽の力を借りる

捨てていたものをエネルギーに利用 空気をよごさない新しいエネルギー

風の力を借りる 雪・氷の力を借りる
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●  タコ足配線
は、火災の
原因になる
ことがあり
ます。

転とう・転落
19％

おぼれる事故
31％

ちっ息
（食べ物による
   ものをふくむ）
30％

火災・
やけど
10％

中毒 4％
その他 6％

総数
13,240 人

住まいの中の事
じ

故
こ

防
ぼ う

止
し

● 住まいの中では、
どのような事故が
どこで起こりやす
いかを調べて、そ
の防止方法を考え
てみよう。

住まいの中の安全を考えよう４

家庭内で起こった
事故を種類別でみると、
おぼれる事故、ちっ息、
転とう・転落が
多いそうよ。

●  植木だなや段
だん

ボールなどを
ベランダに置くと、転落事
故につながります。

●  こう配がきつかったり、
1段ごとのふみ面がせ
まいと、足をふみはず
す危

き

険
けん

があります。

●  ふろ場で起こる事故には、
転とうとおぼれる事故が
多くあります。

●  電気のコンセントに物
をさしこんで、感電す
る事故があります。

●  たばこの吸
す

いがらやボタン、けしょう
品、ボタン電池などをあやまって飲み
こむことがあります。

●  テーブルの上の電気ポットは、
やけどの原

げん

因
いん

になります。

●  火を使って調理しているときに、
なべに火が入ったり、衣服に火
がつくことがあります。

お年寄りや体の不自由な
人の立場になって、身の
まわりでどんな所がきけ
んかさがしてみよう。

　　トライしよう！

（厚生労働省「人口動態統計」平成 20 年版より）

 家庭内の事故死の原
げん

因
いん

階
かい

段
だん

やふろ場などで、
事故が多く起きて
いるね。

火
か

災
さい

を知らせる
火災報

ほう

知
ち

機も、
必要だね。
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ガスもれに気づいたら…

●  階段に手すりを
つけたり、すべ
り止めのテープ
をはる。

●  トイレやふろ場に手す
りをつける。

●  玄
げん

関
かん

やろうかな
どの段差をなく
したり、小さく
したりする。

あわてないで！！

●  石油ストーブは、火を
消してから注油する。

①ガスせんを閉
し

める。 ②すぐに窓
まど

や戸を開ける。
★ かん気せんや電灯などの
スイッチを入れると、ば
く発の原因になります。

③メーターの元せんを閉める。 ④ガス会社に連らくする。

●  まわりに燃
も

える物を置
かない。

●  赤ちゃんが近づけ
ないようにする。

●  ガス湯わかし器を使うとき
は、かん気を十分にする。

● お年寄りは、目や耳、足が弱ってくると、わずかな段
だん

差
さ

やかたむきが、大きなけがの原
げん

因
いん

になることがあります。
住まいをどのように改

かい

善
ぜん

したらよいか考えてみましょう。

暖
だん

ぼう器具・ガス器具の事
じ

故
こ

防止

お年寄
よ

りの事故防止

【「バリアフリー」ってどういうこと？】
バリアフリーとは「障害のない」という意味で、お年寄りや体の不自由な人が安全に生活でき
るように、床の段差をなくしたり、手すりをつけたりするなどのくふうや、設備を整えること
をいいます。

メモ

ガス会社や電力会社から出
ている事故防止のパンフ
レットなどを集めて、注意
点を調べてまとめてみよう。

　　トライしよう！

家庭内事故による年
ねん

齢
れい

別死亡数

（厚生労働省「人口動態統計」平成 20 年版より）

トイレやふろ場、
ろうかは、車いすや
かい護する人が
入れるように広く
することが理想ね。

　　

0～4 さい

5～14 さい

15～44 さい

45～64 さい

65 さい以上 10446

1724

810

62

196

死亡数
（１年間の件数）

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000
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災
さ い

害
が い

に備
そ な

える心がまえと対
た い

策
さ く

● 地
じ

震
しん

から身を守るために、日ごろからどんな備えをしたらよいか考えてみましょう。

●  タンスなどの大型家具

●  ガス器具

●  リュックサックなどに
用意しておく。

 貴重品もすぐに持ち出せるようにしておく。

●  食器だなや本だな

●  家族での話し合い

●  家具の上や高いところの
電気スタンドや花びん

　1995（平成7）年1月17日午前5時46分ごろ、兵
庫県南部を大規

き

模
ぼ

な地震がおそい、死者6,400人、
負
ふ

傷
しょう

者 41,500人をこえる大震災となりました。特
に神

こう

戸
べ

市では被
ひ

害
がい

が大きく、多くの家やビルがくず
れ落ち、地震で発生した火災によって、多くの人々
が家を失いました。
　さらに、水道・ガス・電話などの「ライフライン」、
高速道路・鉄道などの交通手

しゅ

段
だん

がまひしたことによっ
て、都市の便利な生活が失われました。
　この震災からわたしたちが学ぶべきなのは、日ご
ろから　地震への備えを十分にしておくこと、そし
て家族や地

ち

域
いき

の人たちで防災について話し合うこと
が大切だということです。

避
ひ

難
なん

場所と非
ひ

常
じょう

持ち出し品

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

衣類

洗
せん

面
めん

用具けい帯ラジオ

タオル
ティッシュ
マッチ

飲料水
かい中電灯

とめ金

とめ金

とめ金 ガラス飛散防
ぼう

止
し

フィルム

使用後、器具せんと
ガスせんを閉

し

める。

食料品

救急ばこ
雨具（防

ぼう

寒
かん

）

地震直後の神戸市内－大きなビルがくずれ落ちました。

ボランティアの活やく－多くのボランティアが各地からかけつ
けて、避難場所での手助けなどの活動にあたりました。

大きい地震では、
電気・ガス・水道・
電話などが使えな
くなることもある
ので、備えておく
ことが必要ね。

ガラスがわれて、
床に落ちていることも
あるので、かい中電灯は
手のとどくところに
置いておくといいね。

家の中や家のまわりで、地
震が起きたときに危

き

険
けん

な場
所を調べて、家族と対策を
話し合っておきましょう。

　　トライしよう！　　トライしよう！
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ごみの出し方
● ごみの量は、日本全体で1年間に東
京ドーム約 137 はい分、1日 1人
当たり約1.1 キログラムにもなりま
す。ごみを減

へ

らすには、どのような
ことができるかを考えてみましょう。

家族の生活と地
ち

域
い き

環
か ん

境
きょう

のかかわりを考えよう５

●  生ごみは水を
よく切る。

●  不
ふ

燃
ねん

物をまぜない。 ●  危
き

険
けん

な物は包む。
●  食べる物だけを
必要な量買う。

●  野菜の切れはしや葉も、
くふうして料理する。

●  冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

の中をこまめに見て、
食品をむだにしない。

①軽く水洗
あら

いする。
② アルミとスチールを分ける。
③ つぶして分別回

かい

収
しゅう

に出す。

①キャップをはずす。
② 軽く水洗いする。
③ ガラスびんの回収に出す。

①キャップをはずす。
② ラベルをはがして、軽く水洗いする。
③ つぶして分別回収に出す。

ごみの出し方
料理のごみを減らそう!!

空きかんの出し方 空きびんの出し方 ペットボトルの出し方

家庭ごみ（可燃）の重量による比率（東京都区分）

（「ごみれぽ 23　2010」より）（「ごみれぽ 23　2010」より）

紙　類

39.2％ 33.1％

生ごみ

11.9％

草木類

8.9％

プラスチック類
ゴム・皮

ひ

革
かく

等

5.3％

繊
せん

　維
い

1.5％

金属・ガラス・
陶
とう

磁
じ

器等
あなたが住んでいる地域の「ごみの出し
方」のルールを、役所のパンフレットな
どを集めて調べてみよう。

　　トライしよう！　　トライしよう！

家族の人に、
ごみを出すときには
どんなことにいちばん
注意しているか、
聞いてみよう。

キャベツ
1/4

地域のルールに
したがってごみを
出すことで、
みんなが気持ちよく
生活できるのね。
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ガラスびんやペットボトル、
ダンボールなどのほかに、洗

せん

たく機、
冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

、エアコン、テレビも、
法
ほう

律
りつ

でリサイクルすることが
決められているね。

ごみのうち、50％以上はびんや
かん、紙パックなどの入れ物な
ので、ごみを減

へ

らすためには、
そのリサイクルが必要なのね。

※スラグ… ごみを燃やした灰を高温で加熱し、急
きゅう

激
げき

に冷やすとできる砂のようなもの。アス
ファルト舗

ほ

装
そう

などに利用される。
可燃ごみ

清掃工場
灰溶融施設

最終処分場
（うめたて地）

はいようゆう　し　せつ

せいそう

は　さい

灰

灰

スラグ

回　収

清掃作業場

清掃工場

鉄・アルミ

可燃ごみ

メーカー
再生品

化学原料等
リサイクル事業者

不燃ごみ処理
センター

資源の回収

粗大ごみ破砕
処理施設　　

不燃ごみ

粗大ごみ
そ　だい

資　源

鉄
・
ア
ル
ミ

※

ごみと資
し

源
げ ん

の流れ
● 家庭から出されるごみは、全部捨

す

てられるわけではありません。
分別されて、再利用されたり新しく生まれ変わったりします。

●  ほかの人にゆずる。

●  スーパーやデパート
に、エコバッグを持っ
て行く。

●   くふうして作りか
える。

●  使い捨て容
よう

器
き

に
入った物は、なる
べく買わない。

● フリーマー
　ケットに出す。

●  生ごみをコンポスト容器
に入れて、肥

ひ

料
りょう

にする。

不要品の活用

ごみを減らすくふう

リサイクルマークをさがしてみよう
エコマーク グリーンマーク アルミかん スチールかん

古紙を
使った
紙製品

環
かん

境
きょう

に
やさしい
製
せい

品
ひん
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【水のよごれチェック】
コーヒーのフィルターペーパーと、
コップや空きびんなどを使って、
ラーメンの汁などの水のよごれぐ
あいを調べてみよう。ペーパーに
どんなよごれが残っているだろう。
水が落ちる速さもくらべてみよう。

　　トライしよう！

台　所
40％

トイレ
26％

ふ　ろ
22％

洗たく
10％

その他 2％
生活排

は い

水
す い

の出し方
● わたしたちが台所やふろ場で、食べ物の
くずや食用油、石けんや合成洗

せん

ざいなど
をふくんだ排水を流すと、川や海の水の
よごれに大きく影きょうをあたえます。
家庭から出る排水を、できるだけきれい
にするには、どのようなくふうをすれば
よいでしょう。

●  調味料は、必要な
量だけ出して使う。

●  食器のよごれをふき
取ってから洗う。

●  油は、できる
だけ捨てない
で使いきる。

●  流しのコーナーに水切り
ネットをつける。

●  米のとぎ汁
じる

は、植木や
草花にやる。

●  みそ汁などは、
残らないように
量を考えて作る。

●   洗ざいは、表示をよく
見て必要な量だけ使う。

こんなくふうがあるんだよ

魚がすめる水質にするために必要な水の量は、
おふろ（300ℓ）で何ばい分？

家庭から出る排水の割合

4.7 はい

しょうゆ
大さじ
1 ぱい
（15㎖）

米の
とぎ汁
（500㎖）米（3カップ）とぎ汁

1回目に出る分

ラーメンの
汁

（200㎖）

牛乳
コップ
1 ぱい
（180㎖）

みそ汁
おわん
1 ぱい
（200㎖）

てんぷら油
（500㎖）

1.5 はい

4 はい

330 ぱい

3.3 はい

9.4 はい

（東京都環境保全局資料より）

（国立環境研究所資料より）

もしこれだけの
ものを排水に
流したら…

　　トライしよう！

よごれを減らす
だけでなく、
むだな水を
流さないことも
大事だね。
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ゴミ収集車

駐車違反は、
交通事

じ

故
こ

の
原
げん

因
いん

にもなるので、
絶
ぜっ

対
たい

にやめて
ほしいね。

住みやすくするルールとマナー 家庭でできる省エネルギーのくふう

● アパートやマンションなどは、おとなり
や、上と下とも接

せっ

しています。気持ちよ
く生活するためには、おたがいにマナー
を守ることが大切です。

身近なそう音 自転車の置き方・駐
ちゅう

車
しゃ

のルール
●  駅前やマンションの入り口などに自転車を止めるこ
とで、歩行者の通行のじゃまになることがあります。

●  駐車違
い

反
はん

の車があると、ごみ収
しゅう

集
しゅう

車や消
しょう

防
ぼう

車が通れ
ないことがあります。

（資料：（財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典」）

▶▶▶□にチェックしよう。

あなたの地
ち

域
いき

で、ルー
ルを守らずに自転車が
置かれて、通行のじゃ
まになっている所がな
いか、調べてみよう。

　　トライしよう！　　トライしよう！

音は、人によって
感じ方がちがうので、
相手のことを
よく考えたいわね。

●  次のようなちょっとした心がけで、大切な資源
やエネルギーが節約できます。あなたや家族は
どんなことを実行していますか？

■  室温は夏は28℃、冬は20℃に設定する。
■  エアコンやヒーターなどをつけるのは必要な
ときだけ、時間は短めに。エアフィルターを
こまめにそうじする。

■  照明器具は電球形蛍
けい

光
こう

ランプなどの省エネ型
にかえ、点灯時間は短く。電球・かさのほこ
りや汚

よご

れを取る。
■  テレビは見ないときは消す。消すときは主電
源を切る。

■  冷蔵庫にはものをつめこみすぎない。ムダに 
開閉しない。設定温度を適切にする。

■  ガス給湯器の設定温度は低めにする。
■  電子レンジを上手に活用し、ガスの使用を　 
減らす。

■  ガスコンロの炎
ほのお

は、鍋
なべ

の大きさに合わせる。
■  電気ポットを長時間使わないときはプラグを
抜く。

■  風
ふ

呂
ろ

は家族で続けて入り、シャワーは流した
ままにしない。

■  洗たくはまとめて、回数を少なくする。風呂
の残り湯を使う。洗ざいは適量にする。

■  そうじはあらかじめ部屋を片づけ、そうじ機
をかける時間を短くする。ほうきなども活用
する。
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身のまわりの整理・整とんのくふう
● どんなくふうができるか、考えてみよう。

やってみよう　住まい方のくふう★

くふうしたいこと くふうのしかた

▶▶▶自由にかいてみよう。
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夏・冬に気持ちよく生活
するためのくふう

● どんなくふうができるか、考えてみよう。

夏にくふうしたいこと

冬にくふうしたいこと

▶▶▶自由にかいてみよう。
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お う ち の 方 へ


